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1 はじめに
17世紀後半のサフアヴィ一朝絵画は､ティムール朝以来の伝統的な様式を保



































































































































































図2 ｢アッパース2世とタルビヤート･ハーン｣1074年銘 シエイフ･アッパースイー 作
(出典 :welch,Anthony,Shah 'Abbas& theArtsofZsfbhan,TheAsiaSociety,1973.
Cat.no.62,p.98.)
レイマ-ン (治世1666-94年)を描いた肖像画では､スレイマ-ン王は本図の
































































































































































ウズベクの王ナ ドル ･ム-ンマ ド･ハーンであるとしている29｡Babaieは､こ
の図が､ムガール朝のシヤー ･ジャハーンによって中央アジアのパルフが攻略
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